
感電危険のある火災防御の研焚 (第 l報)

一-In防用個人装備の耐電圧拡験一一

1 はじめに

電気工作物または伺工作物のある建集衝の火災防御

で.是也注意Lなければ伝らないニとの一つは感電事

彼であろう.特に地下段釘よぴ麗内変電E健などの火

製の.合はI 漫鍾の実測によ。て見透しが思(.後角a
11¥電あるいは鉄本および高膨媛砲の充泡.による間Il

11¥電の危険が大きい.

また.火災はー舗のプ."マ決鐘とも考えられるの

で. 二It~介しての漏洩の危量性もあるはずである.

現在，柄防的には政本総11別漏洩篭If:値についての

一応のデーターと Lて火災鈎御泊1(本正事があり 火

災初旬土の目.とな。ているが.その後伺人側傭， 担島

Il鵠鍋および耐火剤@の関鍵により，斯たに研究実験

....こなう必買を生じて'ている.

飼えて目電気疲備の噌加は自を見奮るものがあり.

また高膨蛋泡・による鏑たな柿火桟衡の開発による関

連的な研究.'要家されている.

そこで当研究"二れらのー速の問園に漕手L 火災

防御上の賓"に依するニと金目的としたものである.

fJH.割高 1・と Lて防火."を中心とした摘防局個

人側備の耐電医佳について鎌告する.

2 匝積項目

航続においてヨ終結Lた隊験項Uは放のとおりであ

る.

制緩鰻別防火・《地〉の耐竃lD武敏
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樹鮪服用薗体および手袋.の耐電圧広験
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係Il

3 民軍貨の方 記長

(1) 鋼電産方法

ア 扶.'"防火岨 《鎗〉の百時電E鉱蛾

..-・...

大隅順 三・

池辺界一・

鉱S貧電圧の印餌方法は~のと狗りである.

開高医発生被E

1111図

。 11!明
電源 AC1ω(V)， IE律援問へんツ

5D:"" イグ.，

R 綿償周伝統
V. : AC司t度計印-150V)
T. : J専fE~':;'" (0-21泳V)，2kVA

v '1111111‘1E1t (0 -2Qk V) 
皿A : AC.程Jt【。-，開mA)

同電極の櫛造

電極凶電‘面ー1園 X5・ 宜盆→'51

電極倒電極薗-~回x2(回

同舛疋速度

舛庇速度IJ.IOkVI分担If:である.
イ 伏・刻ゴム.・..防火・ 〈舗体).呼吸醤盆ぴ

にE時帰鳳用菌体および手袋"の耐包庄鼠鳳

開高匡発生拠R
1111聞に同じ
伺電‘の陽造

電極A.Bの大きさは前依検3→aトァ→柑二同じ
であるが， 各‘の侠S氏物に平爾緩触するようにそれぞ

れの形に変形L.機触が平絢するよう俗栂遁にする.
同 列匡温度

( ， ) 

前依験s→ 1ト ァ→坊に岡じ.
ウ 根.鋼トピロ 【舗〉およびロープ・の副電圧It

・食

消防科学研究所報　６号（昭和４４年）



例高匡発生袈厩

!l!1園に同じ

刊電極の情盗

¥t僅:i;'1;2図"示す釦<.供S食物3二濁鏑>IU付け

る.

この‘合の両電極は伺-1骨組をである.

修2図

電緬A

-J. 

同 if圧迫111:
例以験3-Hトァ→ 坊に問じである.
(2) t院'"・-の腿明
ア防火皿鋼a
<n 館周

A アル， .タス防火・雄〈現用紙品〉

B ネすプレ γ防火服地〈現JIIJ時品〉

!1l大8さ
A ・・R民峻の喝合 I()ca x 1()a1 

ローア曹

B 繍I!ll式換の‘合 I~XI艇覇。 1 ・ X IC回

開放11
A It・待【平常紋.，

1111衰

鉱料【IC回 XI同 ，I乾蝿時(.の3重喜 原みE個〉
7"d ，，~;1..防火皿地 '.7 。舗7

ヰオプvY防火腫地 7. " 
O.偶I

A 

γ 16ii 耐熱鰍【地〉 B 17咽 13180.251 地ね

C 17.12lCO.245 

B !廃水濁時
水道水中に l時間!lL.:a当に水H る.二の.合

の浸水紋'置はおおむね'"のとおりである.(ただし耐

"，IR砲は佐織時のみ〉

1112" 

鉱斜 00岨 XI個〉

711.-!，，'̂ 防火服組

ネオプνγ防火u

2.75 

2.10 

c _*福崎【使用_*u東京湾10'1糧立砲で縁取〉
S度調k・"の‘合とほぼ同じである.

イ ゴム長・..防火帽〈・体〉白呼費量醤盆ぴに耐鎗服

用面体および乎Ii

開組順

A ，;ム長松〈現JIlJi，o"
B 防火・"の綱体〈現JII1商品》
C 呼吸ZlJ鹿ぴに耐僻瞳周面体〈現周街品〉
由 ア9リル

@ ボリカーポキート

@ ポ9グヲ来

D f袋(!JI刷新品〉
也 事手

@ 片面=仏軍手

@ 耐電底周ゴ.手Ii

同大~.

A ゴムJllt"よぴ防火舗の・個体については"Jl，l$の
大8さ

B 呼吸法並びに耐I!\服用面~"ょび f. ，を について

は防火極地に向じである.

開竣鰻

A It嫌時 〈平惨状鰻》

113. 

以 '時 重量(.)憎み【圃〉

ー般防火鳳刈 本 体 7曲区例画I幅中央00..71お指

長 It 防水カバー 309
1 

防火網の剛体

-司面体 7 ， V k 

国体'"リ角ーポヰート

面体ポリ ; . ， 

-m と竺竺J
耐竃JE周ゴム

'1' Ii 

8 ~度調.tIllt

0. 110 

0.240 

0. 370 

乱 152

O. .伺

0.115 

0.153 

0.155 

O. 147 

It爆時と開館の鼠斜で水道水中』二1鋳間援し組自に

*をきる.ニのときの浸水状箪"'"‘2慢のとれゆであ
る.

C 造水省時

浸水沼崎の.合とほぼ同じである.

っとぴロ C柄〉およびロープ.
帥ア健鯛狗よぴ大tさ
A とぴロ C附) 'llt用紙品標 1舗a・・
B f<駒田ープ 現周新品。ナィ.......12・・

C !匝a向 。 現周Jifø白タ ν~ナ，..，....ープ.

ナイ"'.....麻.-・

( 2 ) 



第4褒-
S式

一般防火御用1*
jを

?司竺;∞

恒
正二

F 

V; 

l同体アタ リ

煽 U..-1"リ

箪 手〈全面錦)

ヨ匹 1匹υi面ゴム〉

耐電圧周プム

袋

帥状l!!

A '"検時《司F傷状!LI!)およびi提*i揚水r，t.'tの司監さ

.. "褒

一
以

:;同情操
州0.5判1。叫 2叫 o吋 0.445

一
一
日
一
脹

4 耐竃匡特性

各グラフの中のイロ，は険鉱物の総l!!~示す bので

次による.

イ 乾喚状J!I(<'常時〉

ロ汲水1lJ'予

海水郎防

(1)状舗別防火服 〈地〉の耐aa院磁 【磁・U験〉

""図 アルタ7-防火111(地〉の耐電LE将It.

.' ，、 U 

hw 

州

捜

屯

淀

。"0 2s一石一有王。
印加':t lE (KV) 

第4図ネオプレン!I;火111【地〉 の耐電a特性

。
イ

調d

流''''f1
(mt¥) 

0 ・z亙て面 ..一---s.
印加~I! LE (KV】 "" 

11' 図 耐然服 (111) の耐，~ぽ特性
-ABCU服地の傾問一

イ
{ 

，. ，.ー -.，--一τ石一so"ーでr.
~，加電医 (KV)

。)伏鎗別防火鳳 【鎗》の耐電亙政局食 〈表面週a民
験〉

116図 アル，'"防火服《地〉 の耐1t伍特性

-1削llC回XIO・の場合

~) 

i!t 

王

'‘ 

。E
f
g
 
，
 
，
 
，
 
，
 
，
 
'
 

4包

{‘m) 

印加'.r;: fE (KV) 

第7図 アルミ，タ"防火暇《地》の耐電伍特性
-1式科 1CII x IQaIの場合一

。

山州
洩
電
流

v、

。
。
' 印加電圧 (KV)

( 3】



118図 キオプν'l1l1火額('*'の耐電JEI毒性
-JtnJTXIO閣の吻合一

'0 

糊!of /ハ
機

切1'" 
z伝

州 2;/ ，ー__#a 

o 

印加電圧 (KV)

119図 ネ*プ νγ防火鳳〈地〉の附電!Et>何

-1武村 1CII X!()c8の場合一

耐

洩

電

旬、

:>>1 
俺 。
("，，1 

も

旬却電医 (KV)

。
(31 紙館別ゴふ11...防火帽 【・・'*l曙費量密ならび

に耐m耐用面体および手鑓・の耐電LEIt・a
ア ゴムIIItの耐.LE特性

乾燥~st (平常状舗lI二S抗、て".霊園れよぴ側面と b

I.SkV以下で漏B提唱旋It測定に足ら伝い状.【零に近

い〉である.

1I1C圃 ゴム長恨広蘭の耐電圧締役

‘l 
品
開
洩
電
施

」町

トトタ脚

金#.1.'・'J.. N-7 

。 2ー ヰ 6 8 10寸 E
印加電庄 (KV)

1111園 プムy<縁側面の耐篭JE特性

ha 

組問

洩

電

拍
m

M

イ JS"kVJ.'JI，内渇衆電車誕鼻

，-タ

。2. 4 ， 8 10一「冨
印'"竜伍【KV)

館山国 ゴム民靴防A<カパーの耐屯庄特性

8同r

F ド、

揃 白;

!t 

電 蜘|

越

(mA) .2c 

』 』 Eは。え 4手 6 時

印加電圧 (K円

イ 防火帽の耐・疋特性

鮪13図 防火個〈個体〉 の耐電圧特11.

80 

島
}
 

州

洩

電

淀

川{
 

，、 。 I ~

税調量

。 主 10 4 6 

印加電lE(KV) 

， 

ウ面'*アタリ"の耐・亙鯖笹

4t慢時.!提.4ta:Quょ".水a時1こ，，，・て 15k¥'以
下で"11慢し伝い.・忠告侵略において漏!t電砲は伝〈 決

方l;:Jjよぴ榔水時においても印加電圧の初防段階に缶子

(1 mA以内〉の繍洩電施~~めるだけで.1<験健m

では舵処するため司If;(Uほとん ë~められ'"い.

た1:'.二の嶋合各状!Ilとも 4.5kV程Jl:"ら"ータ

('d'】をEめ。浸水沼崎では夜薗の水高聞で火花含臨め

た.二の二とは君臨水福崎J):11も顕1¥である.L'唱し繭
洩旬lifuUとんどな1、.

エ薗'*'"リカーポネート荷篭亙特性

乾燥'暑においては I5kV以内では厳司院は伝〈揃洩電

波もほとんど匁い.ただリータ脅は 3kV制度から先

生する.

首長水居時では寝薗のA<滴による襲耐揃洩が6kVで
ImA程度。 7.5kVで後耐の水劃aで令箇約1:)昆パータ
と似る.

【. l 
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( I ) 扶III倒防火服 (焔〉の耐電産怯

まず防火廠の耐電圧性全身える場合， i向紡鰍闘が防

火原をRmし行動中1:11:・，~I: ，産触 したと 8の状凪二

羽眼しはければなら伝い.

二の場合の危検度。:電庄の程度。防火鳳の組鎖!木

硲れの状況等により 1 どのよう"変わる倉.ここでは

);(M'I'lt般的却施時を想定し防火原の反面に充電物が

擁触しL"も防火胤真面に皮騎が?奮し.身体の伝統金

零とした縁患の条件をあたえての民験である.

!>l3図':7ル .タス防火鳳〈地〉の耐電圧特段で

あるが，。忘却眠時では3.3kV極度以下でその漏洩電掩も

ほとんど伝〈 ιtが。て感電による危険は俗いとい
える.しかし二の電庄を鐘えると防火服地は餓駁され

強い官UIを受け極めて危険と似る.また淡水〈水道本〉
によ 勺て全体が槌れている場合はJIl地の破腹電圧は

&依Vと危険度.'"すが各電圧毎の漏洩軍司艦は編めて

小さ‘、.しかL二れはアルミ ヲタ ス防火般の表面の本

分が初期のI怨舗でジ昼 ル熱l二より燕発Lた6のと b

考え られるので表面がa;れたアル、 ヲ ス防火廠I: ~ ・ 8

'.り向電庄，.印加された吻合は過度的電沌が比般的多

'"量れるーとが子組されー応危険と Lt""れば伝らな
， '. 
さらに梅木却時で11Q. SkVで破網しそれ以下でも揃

捜電ftl.t大き(O. lkV展度でも掛めて危険であるとL、

える.

~H 悶に来すネオプ レ γ防火JIl(地〉 の縛性に釘い

ては乾燥時にその級腕篭ぽ 4~5. 4kVでニれ以下の電匡

では揃視官If(はほとんどな〈一応安全であると L え

" 

る.

L かしニの服地は波面が綿の布地であるため暖水位

8よ〈防火!Ilが揺れているよう'.場合には備当危険度

は踊い.

二の二とはffi4悶でも明ら8なように淡水漏時で

O.3kVで15mA，ニれ.I!!えた電庄では急織に電;(の

明大をみる.勿諭海水沼崎はさらに危倹でQ.lkV程度

で も I~触を約され伝L 、

1115凶に示す耐然催地の特性に狗いては服地そのも

ののJ壁画が金属であるため水揚均等の紋験は行伝わず

布地の種鯛 (ABC)に対する舵働時の耐電Iflえ験の

みと した.

ニの鮒壊は聞に示すごと 〈その儀相際電圧が5.3-5.5

kVとほぼ向じであ，た.しかしだからといq てζの

場合は安全性が大きも、という ニとはで$<誌も、製作時

における布地のぬL合わせで金属部分が服体の内調M二

ある場合もあり また袖口等A'繍の折返ι縮分にあ。
ては袈面金属の，~分が"縫，'''''に J裂 しているニとが多

いの二とから耐用服務m時じU. l かに低電1ft
いえども縫触の伝いようIH注意金弘わ往ければ広ら

ない.

1t:M 6. 7. 8. 9闘でも明らかなように磁腺のみならず
水協時には茨面漏l!l.o¥大8いため充電舗の綾触には極

めてtE.!tを憂する.nに砲水酒"には椛窓する必要が
ある.

さて二れらのニとから総合するとアル.タス防火

( 7 ) 



111およびネオプ ν~III火厳において，その防火.11.01位 いる.

機状態であれば前寄が 3. 3kV，後~で5. 4kV制度まで ワ各組面体

安企でこの防火属8・*'褐れの状管J)絹合"に嵐広福 岡アタリル

時の場合にはo.lkVIMIf以下において b相当危険金 町 ISkV以内で飯嶋のないことは材質そのιのの絶録
するといえる.勿1IOI，耐鮪視の暢合は位燥時といえど 度が高いほかに鼠物が厚いからである.また水沼時に

也危量である. おいて.初綱の段階でわずか ImA包皮の揃洩?置涜を

Ln. r...伎慌時に釘けるアル，タ~"よぴネオプ ν IIIめる!.:'ftで獄験後期には11庄が向〈なるにもかか

y防火111においても実際には附 r.の蔵相拠電lE3.3kV， わらず，71t泌がさらに'J、さ〈似ることは表面の水演が

後宮の儀破電圧5.4kVの3分の l制度の安全砂金み二 ~ .. ール然によりI<oJ煉するからである. Lたが今てぷ

むべきであろう. 絹時』二、、勺虐孟に前'l!玉.印加すれば過務的に大~ '. 
(2) 状態別ゴム!!震，防火帽 【鍋体〉呼吸穂並びに 電波が施れるものと.¥!，!われる.すなわらA，jl;時にはや

酎煎服の面体および手袋"の耐竃E性 はり危険である.ま t.リータ脅rJ:4. sk¥'fi度で納ま

アゴム長靴 り。水編時山，~隆副の*'前r.却でスパータを且め特に

プム長殺の耐電i五位はそのゴムの峰矧および'1み⑩ 機水の喝合は5kVNIJ:で厳し〈褒薗の水演の1'<'.[がみ

により変わるものであるが本以験では昭利43=ド11月~ られた.

12月に支給したものを用いた. 仔} ボリカーポネート

その飴~IJ ;n I O. Il. 12聞に示すごと〈である.ニれ 舵働時および淡水話時でl主アタ リルの渇合とIHr岡

によると乾燥時においては本体では底濁側却とも15 じであるが 麗水濁時の嗣洩電稽が LSk¥でおmA，

kV以下で"仮泊施ぜず漏洩電1t:L測定するにJIlt，匂い 3I<Vで橡しい水漬聞のスパータ含みたーと tti!a本語，<

極度で一応安全といえるが 防水ヵ，ーにあ，て1J.9Z ~<. ~ 晶ール舗による飽きが遅れ f~' めと，IJ!われる.

鎌崎にあ。ても 12.5kVN;度で儀慢している. このニとは前8の考ヨ誌で*111時の過渡的，Ii:;liがJにき

また議*"海*'"水Q;時にあ q ては。底"'''よぴ側'" いであろうとしたニとは合致する.

とも儀嘆は也いが2kV程度から" タ脅が始まり，kV 開 ポリグヲス

製度で"*蘭聞で自民し〈政篭L ぷきみな脅を3をする ボリグヲスの場合はアタリルの場合とUU'同じ特性

と同時にた全長する.Lかし耐洩電ii:"比般的小さ 〈 であ。たがft近の耐蝕鳳m蘭1.，こは州国に金が議行L
6kV程度まではー応安全のように恩われる.たど二の てあるため ニの喝合は電気出9~tも と'.り O.lkV程度

場合は斯品であるのでI!桁した灸栓の場合"ニれによ で瞬間的に鬼火兎炎する. Lたが勺てーの場合"1色訟

るニとはでe伝い.防..カバーにあ。ては浸水宿時で tもとは~えられ匂い泊耐然厳その bのが11耐全体にi!I

6kV，海水臨時では 4.3kV程度で厩IILている. 体であるのでニの細分だけ問掴にするの12E味がな

イ紡火."剛体》 ぃ.
個体の中*:lII分に加電し内側を全市電極とした働合 同淑乎 C全面倒〉

の特性は筒lt3閣に示すごと〈である.すなわち乾調時 軍手〈全面繍〉の楊合でも舵傍~B~Iこ"その厳縦屯LE

ではその厳線電庄が8.9kVでそれ以下の電圧に必いて が第14図に示すごと<2kVと業外よい特性を示LてL、
U漏洩電波はほとんど伝い.また淡水商時ではその殴 る.しかしニの・合"布地そのものよりも屯樋聞の嗣目

11電圧が7.8kVと智子下がるがその施洩電流はあまり 鯵〈箪乎の原み〉による膨'の方が大きいと思われる

噌加せず危険電球他にl!しない・ のでI 高い医力で値する場合は大き 〈特慨が変わる b

相層水稲時ではil洩電流が甑めて大き<O.5kV鍾度で のと思われる.しかし O.I-o.3kV纏3:<話相f首Hひ

5mA密度となりその世E上昇する・ とつ使則すればIJlr安全であろう.たどニの嶋合"fi

しかし当以験ではジ.-'"然により浪商が1<0燥した 品の手袋.使mしているため汚れたbのを使用した場
ため1.SkV艦度から絹洩電iltl.減少Lた.ニの絹合の 合は安全度はより低下する.

仮担員電匡IH.2kV程度と伝り減少している. また布地が舗であるので水話時にあ q ては全〈使AI

しかし伝がら当庁使胤の防火繍(1自体)U，内認の衝 で8はい.

..防止Rl"ム".闘注するための金属性リベヲトおよ 同寧手〈片面ゴ，，)

ぴ金属性側'"などを使mしているたの.ニの:lII分で娘 ー鍛の軍手に耐久性をもたぜる二とを口的として片

蝕すれば箇めて危険である.'.u安全帽のJIS!fl絡に 麗にプム金付済したもので，ニの鋭敏はニの耐の耐電

よれば滑ぷ沼崎の剛体は依験電1E1.5kV臼φー“)<1・) IE特性である.;lm図でも明らかなよう比一般の'"T' 
でその耐洩1:1Aが 3mA以下でみることが脱ヌさされて に比べて耐屯涯は6kVと3倍もよい.しかし水慣れの

( 8 ) 



鋤合はさ集水 海水の喝合とtJO.lkV値目Eでもほとんど
効果が位、、ニれはゴム面が4さい二とと，内側が布

で吸水位が大きいことなどが理仰である.しかし佐織

時に斜いては相当効果がある.安全事をみるならば3

分の l!liil:とすべきである.

帥鮒電箆周"ム乎疫

1. SkVJUおよび3.5kVm耐電圧JlJプム手後の耐電圧
特性U.lSkV以内では位燥.水濁時とも破緩Lない.

湖洩電流は乾燥時にはほとんど認められないが，水

省首時には ，kVで己保水の場合SmA.梅水の場合 では

鈎mAにもなり電症の上昇とともに大き <'"る.

す伝わら耐電H'JlJゴゐ手袋といえど b水温扶態では

危険であり。"にiII"の勘合は?を思しなければなら伝

も・.
1. 5kV. 3.5kV JIIともほぼ周特性である.

(~ 1 6. 17凶*~'1)

【3) 技館別とぴロ 〈鯛〉およびロープ等の耐竃震後

間とぴ日 〈例〉

感電している者および位機Lている電気工作物を歓

助または取り除〈渇合，とぴロを使用することは多い

であろう.ニのよう伝ニとu斑 L猷検してみた結果
が;n18.19閣に示す将位であるが ζの胴l'舵録時に

は極めて絶縁度が良〈電極闇〈柄)1O<aで印加電圧15

kVの場合でも磁縦は勿泊 漏洩電流も写である.ニ

のζと11前記の目的で 15kV以内包らぱ十分に使用で

きるニとを意味する.ιかし特性からも明らか伝よう
にホ画時ではたとえ低電庄でも危険であり，特に極水

甑時には絶対危{jtである.

同f<励周ロープ

It健跨に釘いては 15kV以内では1""以kの繍たり

を保てば臼依濁11‘限備ではない〉ー応ヨ健全である.

すなわらロープが ISkV&!度〈蝋限Idではない〉 の配

電棟。に触れてb適当俗間隔を保てば人が触れても危

険でU伝いということに〈よる.

しかし ζの場合も水漏時には総当fu:1険金1ftL.梅水

温時にはたとえ低医でも絶対危険である.

淡水の場合は語れ方にもよるが。海水時はどではな

いが一応危険としなければならない.(第20.21. 22. 23 

図怠照〉

同盟裏側(.ープ〉

乾燥状思で11問題伝いが"話時では数助周ロープよ

り危険である.鵬網"ープの径の方が小さいに也かか

わらず危険であるという ζとは但ープの性質上念水準

が高いことに理由があると思われる.【M24.25， 26， 27 

隠$照〉

(4)小指

当以験の組処~まとめると次のようなニとがいえ

る.

@ 一般防火鳳"・2健時において電気的;:絶禄体で目
その個鹿嶋的限界は3分の l!li度の安全税金みると アル

.タス防火風で lkV.*オプνy防火鳳で2kVU

といえる.ニれらが水様れした場合は過渡的現象企考

慮すると-1/;"体と考えるべきである.二の二とは絡

に海水簡略に顕著である.

G 耐剣砲はa・u<と巧えられ低電H'といえども危険で
ある.

@ ゴム民事t本HaJ9l:検時におLく電気的;こ絶継体で

その厳線電圧I1l医も ゴム陣の薄い認分で 15kV以」で

1>，た.u・L二れ11製mのIii品でありすべてが二れ
によるとはL、えない.Lたが今て安令指等合J苦慮し訴
品のしかも総輸を し安全を確かめたものに限り。5kV

以下で使用可能とし伝ければならなt、

また"諸時における特性でも鰐当耐電!E特性は良好

であるが。 ー れ b ジ. ール~"による健保によるもの

と思われるので. 過捜~JUU障を管えるとやはり危険宅

あると考えぎるf:1!J'.cい.ニのことは特に梅水滴時に
姻密である.

また防水ヵ，、-IJq{;録時の峨峨1Il庄が 13kVI¥IIrで

あり，安全をJ号!盆すると新品のものでしかも民験し，安

全を確かめたもののみ 3kV制度をよ臥界とすべ8で

ある.この場合b水溜時では過i質的現象を考えO.IIcV
程度でもー応危険とすべeである.
@ 防火制〈紺体〉は金属性Uベ.，を 自使~111 しその担

分泊、刷体内外を電気~Jに週車体とするため舵縫Jiよぴ電

圧をIUJわず危1険である.
由 面体周アタ リル，ポザカ ポネートおよびポリグ

ヲスとも同銀舵録時にあ。て完全に近い絶縁体であ

るが*濁時では一応導体と考えるべきである.勿諭浸

水稲時では電圧に姻応Lt.ニ'1'をがifれるが 友商の>

易ール然。，による乾燥金考慮L.さらに過渡的現象を

考えると*!Io崎にあ。てはー応表面的に週車体であると

apえるべきである.勿酋ニの二とは硲水醤時に顕著で3

.....SkVではJliliの"通聞でスバータ L危強盗を伴う.

(0 lJ'Jiu健侵略において企画舗のものでその耐電!E
の上限界。:2lcV片面ゴムのものが 6kVであるが

企耐仰のものu"iIlで使JIIする場合は絶縁物と考える
べきでは匂い.ただ片蘭ゴムのものは低'[H'では一応

絶総体と~えて也 ょいと思う.

@ 耐電圧mゴムl'慢でIJft憾にもと づもた電H'I'勿
1>>. 1.5kVJiよぴ3.5kVJlJに."ては15k¥'以下では磁

調限念公しか''''1) ~長11:1tは高 い.

しかLリータttは 3-SkVNで発生する.災犠結
果によれば浅*!Io時にあ。ては比叡的安全のようにl出

われるが.過渡的現象'H考えると危険であると思わ

( 9 ) 



れるので よのような状簡では制屯庄周=グム手袋と L

て健周する二とは透け'.lHればなら伝い.勿..湯本語

時にあ勺ては絶対に使用金超It'.lげれば伝らない.
@ とぴnの柄lJ:fZ慌時に極めてす〈れた絵t毒物であ

り， 15kV 制度以内であればこれを介して充電物に触

れても..!r:1'l:'I'.l~ 、 ニ の吻合の充電物のは触忽と l句作

( f')1こ触れる諸分のJE鰻はできるだけ大と L. :lê ~色、 .

みて 15k'院で 50<酒以ととすべ.である.水面時ι

"噌ては虜r<と貯えるべ8であろう."にiii，j;話時で
IJ危放で"る.

@ 教幼". プufl;慢時にIJ幡めてすぐれた絶緑物
でι とrHIの柄と岡槻lこ考えてよいと思われる.ただ

"ープIJ級"陀がとびロの梢より大きいが ナイ .y

企L寸特貫性からそのilll貫性は小さい.すなわら『棄却、

師時にあ今て b比般的安全性が大き(. 3mの劉1鰻で

10kVで3mA制度である.しかし水稲時ではー応噂電

性と与えるべ.である.勿泊砲水制時では危険度が高

(，絶対に絡触合通"るべきである.

@ 思鯛Jう場合IJ，乾慌時に"今ては救助JI!..ー プと

阿じよ うに 符えてさ しっかえ伝いが水沼時には教問'"

pープより特性ははるかに感〈。様梅本絹時とも樋め

て危険な状態と伝る.

6， "'1として

(1) 物体の場‘栓

間体に電流が成れ1.¥いか否かを示すU安として噂電

車の観念が'"いられてLる.そして海電$の追跡J10

杭率な'"凶Ii低抗と呼ばれている.

"電撃は金属に属する鯛の*':16x 1伊(fi-a)ー・学事
体のゲルマニユウムで 10(n-al)-1そして絶縁体のテフ

ロγで1O-:o(n 園)-'と広笥聞にわたる鍛他企示す.

また代点的公ものの"電感^"げると次のとおりと

なる.

アルユヴふ(20.C)............3日 x1伊〈α-a)-I
金(18'1:)'"•.•.•.•.. 4.54 x 10' 
英雄一

方遊水

泌水

木材

(18'1:)............ 4. 15 x 10-1 

〈初'1:)-........... 10" 

(20'1:)............ 3.3 x 10-1 

(f'l鎌)............10-11-10-.. 

ホ締 10-1--10'" • 
生:rJ.. ........................ ......10一・・'-10-1<

加iI'''ム 10・z・_10'"
4ドオプνγ 10-13-10'" 

ナイ.."/(ボ 97マイド削脂)JO-U-IO・2

(2) 個体裏面における暖混喝の場電位

アルミ ァタス防火鳳 ネオプνγ防火鳳， ，匹乎〈繍

乎袋)，ゴム長ta，とぴロ C柄)，救助F何回ープおよび

綬備などは絶縁鋤に属するがこれらが吸泌するとその

蕩竜司怖が大~< '.lり場体に近ず <.そLてそれは吸滋
〈本分〉の不純度釘よびその量E二よりlI'わるものであ

る.

ニニでは旗手〈胤予袋〉および木材$の暖iI!(水分〉

の大"'.'Lのは当t!Si.渇電車が大き 〈なるものである8

ら鈴ずるにleら'.いものとしてアル ヲタス ，ム長
靴符のよう伝聞件後画駿t足跡の嶋貸住について鰻めて

簡単に述べてH<. 
ー純にt.~分子材料等の本分吸"と電気伝却との関係

について与えると.，水分吸裕による材"のmの変
化水分の体積的吸~ (厳然〉公どe考"し信ければ
とよら'.ぃ.す伝わら水分が闘体内部に肱散されてい〈

ニとを~えにいれなければ伝らなもー.しか Lニれら念

ガ，スの決l緬の暖il!伝どと$偏的に男えることがでS

る.この場合吸i単による皮膜方向lニそ。ての伝鴻屯唯

のIrftはー般に次弐により必わされる.

logiJi.= fJ.m 

二二で

'・ 吸i磁の伝い.合の伝場電波

， 蝦i世時の伝通車電地

9 比例li!1'l
m : 9.iliI~怖

さらに吸iith:多〈なると腕式にあてはまらず単に

放の関係U似る.

i/i.c巴剛

す'.hも吸iI!量.，大.<伝れば伝場電zをも:M<伐
るという極めて常滋的信ニととαる.
二二で述べたニとはー応イ オン的伝却とみ告される

が.二れらに不拠物が多〈と も制関係式理awA!:立す
るはずである.

L'・L;.l!1院にニのような決昼食l.th".lりむつかしい.
当2実験にれいても以験中のジa ル剣および鮫的伝

水分の議!<!，ホ分の梱E作用による吸引製敏"，二より

ー定の条件の総MIJで"注a、?た.
特に防火廠裂薗の吸福崎に釘ける耐i!l1l掩をみる場

合に. !/ふーん勲による水分の穏健の変化が荻験後期

にあ今てはhf.かも高電圧印加時にあ?τも安全であ
るかのよう伝健全示したが。ニの簡をill'/d領するニ
とはでき伝い.

今後の鼠験に釘いて袈薗水分の111.売を時定数~，にと

らえて電濯の変化を過療現象的にみる必要がある.

【3l 電気の人体に対すd作用

電気による車僚の危嘗については電@をうけた場合

のγEヲタ 電気火傷。電厳死などがあげられるが

いずれの吻合も電圧値でな〈人体を淀れる電流継によ

り危験の限界が定まる二とが知られている.

( 10 ) 



‘ 人体が~iIIに触れた鍋合. 危険健全￡右する大麿な

I:Y子U人体の鍵触lI!抗である.す伝わら乾燥した防火

原の/.:..，・ら電仮に権触した場合".防火服の尚低抗ι

より安全度は高~.~‘防火風が水漏れした川崎合l あるい

は磁裕度胸により経触Lた場合u降触健悦が小さいt，

め.危J険度が大きもという二とである.

人体そのものの織触低抗"踊・の条件により!I:化す

る.すなわら皮腐の低枕"健織の状111じよ 。て著L<
色白.'異'-り，発汗によ。ても '1.・〈らも寸こ低下する.

また電圧が高〈なると皮鴎〈後触偲伏)が絶縁般機

1128園 人体径約:(の簿価l回路

l • 

し，短絡状態と伝ワ危放度IJ:~.習院にt視す.

今人体の電気的等鍋周路を与えると第"国のごと〈

となる.

二ζで皮膚の・.<1崎に匁けるイ Y ビ ダYスU l(t'

-lO'O/m'(ゆと 0.01-念。5μFfm'(c)の並列自路で

uわされる.また内部組織のl''" c'ーダyスは1000-
oa(R)翻療である.まfメ体lI!!えの電底割釘よぴIt測

の・~i~ .IJIJlJ-舵に悠29闘に示すごと 〈 と'-る. しか L

ニれU.h(までもー般的伝他であ。て紛珠'.:iI見向

刈~títit1.とかイ γパルスT霊碑信 どによる嶋ftあるいは

舗人IIにより笹子民生る.

1129図 人体の極小1

同世

1 TJ 
同• 

ニニで体内の伝統に比べて抱触tlUitD;磁のて大，ぃ

ζとから特に体のどの揖分とどの認分というように考

116'"電淀の人体に対する作 111

C局分子学会111.飾電気，.yドダ ，タより〉

lAわ岡山一;〉

心室細蜘鴨佐川 … riz:12 1t ilt 
調出J mo口

L
…一日
一日…

続小.¥!¥1明日1tiJ<.少しら〈ち〈する

fvt術tfr.tJ信いシ"'タ。筋肉のn陶が.〈
-ETemhバたたし酬 のIlIUが

13.5 
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• 
える.r.Jfu信1、
今，仮に椙勺r一体で lOOV電源に皐電したとすると

'"の屯Ifd:ft;内.Illれることに伝る.，抗野副より人

IU'枕を1.5000とする》
同 V/R=憎ん圃2・'/1.同0.07(1¥)

ず匂わ tJ • 70(mA)の電波a、体内.Il<れる.

放に'Jk肌J.11減額l電況による生理現般について

途べるとー"に・~"!6 .nのごと〈となる.勿泊ふれは平

均的人間金対象と Lたむのであり子供 長人編入

~IJ.より危険度が“〈伝る.

"に竃f:I.o:む11却を流れると《宇から'1'.'1'からItの
電必通路の場合事〉心筋が喧械を組こし，ある箆凶の

竃d佐伯では電源8・ら鰻映しても心憶がiE'M'のf自動を悶

Ill<tずに心屯細励金起二して，1(;.1プ作JJIIがf.J.< f.J.る.
ニの心電側動は;'"に'1'当をし伝いとn然には悶II!せ
ず短時間で死亡する.電鍍"の大III分はこの心箪綱動

によるもので。雪量Ji:'it涯として11も司ltJff.J.組である.
昨 j・tlifに2すして0.05婦の慮S艇で心被制御U!生
する電車値('J!鋤飽)11C.F.Dal1ic:l .0:1'.:のえを与え

ている.

;=(2. 181V+ 12. 8)/..;T (mA) 

.こで

W体J!'''l
T 電.時間〈艇》

'"に人体にどのよう伝民路で電if.o;ifれるかふれて

，，< .ニニでu-般に家睡で使用Sれている電灯織に
ついて与える二&にする.U;.... d:日常使sJLている電

灯用電匁に接触ι，ニー・合は!lI3<閣のような自路で感電
する.

..筑田 !I¥竃回路

都 .. 

~"J3()凶で 』 織に触れても同じであり. 2・に触れf

場合uどの暢合でも感電する.偉いた昼の上やゴムJl

Itをはも、rー嶋合伝どで.電灯111の-111に触れても場建
1.ないのu.信とかゴム長靴によ，て電気的に回路が
しゃ断されているからである.

7 感電者の救助

感電~の処VI.としては まずn分内身のJrt屯'"か
らの姥触.絶つよ在である.乎'.ど.o:Hr.1'<k:二 L

官[111から鰻院で~"いと ~1J. n ら"'倒と体調R金利m し

て鰻B隠する二とで"る.t.h.し術所信とでIJ::放がC}f.J.
~WIJ.....!lt. 伝"れば告ら也い.

rl1Jで電源・白らJIlIIで.!~辺い場合は他 )1によ，'，ねd

Uらαぃ.ζの鳴合， l!1!<・~~が!I\電中である 場合

u，孫子"でiJj・ニのnに触れた樋合U 紋励行動，.
まで磁寄金.るニとに匂る.

二のような場合においてはI 敏則行動r..u屯lXlの切

断または:iJ. T'鍵"よびプム長靴下を使111ι 内むの

怒電を防止L伝ければ匂ら信‘'. ~ "~I:例初 111 とt1 n

〈柄》信どは位侵略におも・てはe母体であるから制111

するニともーつの方.Lである.

また比佐8内仮0・であ。て.，後I!<助 nの~司lt. UJS 
分叫?に竃砲が巡れ出たiII分》は後に位。て化相する

ことがあり.陸"の治援を受けることが"-..τ"る.

【12l 

8 む す び

火災時の行動I あるいは感電告の数腕行動，."場合

には隊員n身のl<<~1tに絵怠 L なければ伝ら'"‘・

f，~1こ水漏時にあ令ては. 以験結果等からも明らか'.

ように 危険度がおいので・4・の注患を弘ョニと.0'.#.1

J!である.

またニのよう f.J. ~i足下の行動では。調院に ヨムlU止と

かゴム l' 慌の川~!lIlflll で往し二れらの併JlI.o:賢明で

ある.ニの二とはIJ:t. ~当燃のことてあるが. ')られず
ら』勺とした不能患で取り返しのつか伝も災嘗をおれ・

ている例が多い.行動にあた。ては充電の値目 ゴ

ム録保.ゴムF興事の使用締結本的"二とに需に備Z

ιなければなら伝L‘・
伝お以後各舗淵火方仏ごとの感電也捕度事について

altを進める予定である.
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